ＯＯ防災計画
１　自主防災会の組織及び任務分担
	班名
	役員
	任務
	担当

	災害本部長
	会　長（区長）
	災害発生時の防災活動の指揮
	

	副災害本部長
	副会長（教養部長）
	本部長を補佐し、会長事故の時
代理
	

	防災
班
	消火班
	消防部長
	消火活動、消火栓の点検
	ＯＯ住民

	
	救助班
	産業土木部長
副部長
	負傷者の救出・救護
	同

	
	避難誘導班
	厚生部長
班長
	住民の避難誘導、生活物資の確保
	同

	
	情報班
	会計部長
文化部長
	被害情報の調査、情報収集、広報活動、町災害本部との連絡
	同

	
	給食給水班
	婦人会支部長
老人クラブ会長
	食糧、飲料水の配分、炊き出し活動
	婦人会
老人クラブ


２　避難場所　　　ＯＯ集会施設
３　避難誘導
（１）避難の順序
　　ア　個人（家族）の避難
　　イ　近隣の確認　
救助出来る状態であれば、手伝いを呼び救助する。ただし、二次災害の危険がある場合は、本部長に連絡をとり、町役場、消防署等の救助を要請する。
　　ウ　避難場所に集合し、部長が各世帯の人数を確認する。
４　防災訓練
　　年１回、次の訓練のいずれかを行い有事に備える。
　（１）総合訓練　　　火災、地震、災害等を想定して行う。
　（２）消火訓練　　　火災予防運動期間中に行う。
　（３）救命講習　　　救急医療週間中に行う。
５　啓発活動
　　防火座談会を開催し、防災活動の知識及び技術を習得する。
